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2021 年（社会連携）委員会活動報告書 

 

委員長：桜井なおみ 

副委員長：天野慎介 

委員：加藤那津、熊耳宏介、岸田徹、中山可南子、樋口明子、松井基弘、御舩美絵 

 

●委員会開催 

第 1 回開催：2021 年 1 月 22 日（金）20:00-21:10（場所：ZOOM） 

第 2 回開催：2021 年 7 月 19 日（月）20:00-20:40（場所：ZOOM） 

第 3 回開催：2021 年 11 月 12 日（金）20:00-21:10（場所：ZOOM） 

 

●AYA 世代のがんピアサポーター養成研修会 

2021 年 3 月 14 日（場所：ZOOM）13:00-17:30 

出席者（委員）：加藤那津、熊耳宏介、岸田徹、樋口明子、御舩美絵、桜井なおみ 

共催：東京都都立駒込病院 

後援：一般社団法人全国がん患者団体連合会、公益財団法人がんの子供を守る会 

協力：一般社団法人日本サイコオンコロジー学会（計画中） 

 

活動内容 

１．AYA 世代のがんピアサポーター養成研修会 

 2021 年 3 月 14 日（日）13：00～17：30（予定） 

 実施体制（案）：主催／一般社団法人 AYA がんの医療と支援のあり方研究会

（AYA 研）地域社会連携委員会、共催／都立駒込病院、後援／一般社団法人全国が

ん患者団体連合会、公益財団法人がんの子供を守る会 

 ピアサポートをしたいと考えている概ね 50 歳までのがん経験者（家族を除く） 

 参加費：無料 

 実施方法：ZOOM オンライン会議システムを用いたオンライン開催（AYA 研アカ

ウントを使用） 

 当日までにオンライン講義を視聴して参加することが参加条件(1) 

 参加申し込み 30 人、欠席３名 

 

2. LINE 公式アカウント 
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 スタートして１年が経過。現在、友達登録者 2116 人、利用している。今後も継続

して普及などに努める。 

 

次年度の課題と継続事項 

1. ピアサポート研修 

 Adolescent and Young Adult (AYA) Cancer Awareness Week とあわせて、2022 年 4 月 2

日（土）, 3 日（日）13：00～17：30（予定）のいずれか 1 日で開催したい。 

 内容は前回が 1 on 1 のサポートとしていたため、グループ（交流会）でのファシリテー

トの方法について研修を行う。前回同様、動画で事前視聴できるものは事前に済ませ、

当日はふりかえりと研修を行う。 

 研修プログラムがゼロからの立ち上げとなることや、準備の時間、人的資源の確保が困

難なことから、部会を立ち上げるなども検討したい。 

2. LINE 公式アカウント 

 スタートして１年が経過。2 年間の目標を 10000 人利用に設定。管理費、広報費につ

いて、社会連携から予算を計上する 

3. 広報委員会との合同委員会の発足（広報・社会連携合同委員会） 

 現在の委員が、複数の委員会との兼務になっており、会議の開催回数が増加してい

る。また、育児や業務などと重なり、全員の負担が増していることから、広報委員会

との合同委員会を暫定的にたちあげることを提案する（広報・社会連携合同委員

会）。なお、委員長のもと、副委員長は複数名を配置し、無理のない運営形態を検討

する。 

 

 


